
















































































































　　（ 1 ） 失敗か若しくは無意識なる生活の反復の間において、特に目立ちてかつ記
録に値するだけの結果をもたらしたる事実の認識と記憶。
　　（ 2 ） その特殊の結果たる事実の生じたる原因と見なさるべき、特殊なる生活現
象の分析的観察。
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義の教育から見れば、知識や技術の伝達、あるいは、ある種の行動が
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できるように指








を与えてくれるものだと勘違いをしているのではないだろうか。すぐに How to を求
める人にとっては、教育学は役に立つように感じられないであろう。教育学は、教育
的な見方・考え方を与えるのである。つまり、教育方法や教育技術は、教育的な見方・
考え方に基づいて自分で創り出すものなのである。
【脚注】
1 　 ここでいう人間主義の教育とは、人間内部の働きに注目し、その働きを認め、そ
れが活発化することを助けることに主眼をおいた教育のことを指す。詳しくは渡
邊弘『人間教育の探究』を参照。
2 　 牧口常三郎『創価教育学体系　Ⅰ』p19。なお、牧口の著作には旧字体や読みに
くい所があるため、今後の牧口の著作の引用文には、意図的に現代表記や平仮名
に書き直した所があるのでご了承願いたい。
3 　『創価教育学体系　Ⅰ』p53～p54。
4 　 価値創造とは、牧口の創価教育学の中心となる概念である。詳しくは『創価教育
学体系　Ⅱ』を参照されたい。
5 　日本大百科全書（ニッポニカ）より抜粋
6 　『創価教育学体系　Ⅰ』p70
7 　『創価教育学体系　Ⅰ』p72
8 　『創価教育学体系　Ⅰ』p73
9 　価値創造の作用。牧口は価値創造を略して「創価」と呼んだ。
10　『創価教育学体系　Ⅰ』p76
11　『創価教育学体系　Ⅰ』p90～p91
12　 “よさ”は、村井教育学にとって重要な概念である。詳しくは『善さの構造』や『み
んなに伝えたい教育問答』を参照されたい。
13　 村井実『教育学入門　上』p104～p107。一部、加筆・省略をした。
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